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    ＪＡ／ＪＡ北海道信連

 「北海道ＪＡバンク食農教育応援事業」は、ＪＡバンク北海道が地域貢献活動の一環として取り

組んでいるもので、道内の子どもたちに対して農業や食の大切さをより深く知ってもらうための活

動として展開しており、平成２６年度で７年目となりました。 

 この取組みは、ＪＡから小学校等への農業や食に関した教材本の贈呈を通じた学習をステップに 

、農業体験学習や農業視察研修など実践型の教育活動を行っているもので、小学生を中心に食農・

環境保全・金融経済にかかる教育活動を道内各地区で実施しております。 

 農業や食に対する関心が高まっているなか、今後とも道内各地区で地域の皆様に農業に対する理

解がより深まるよう活動して参りますので、ご支援のほどよろしくお願いします。 

☆ 北海道教育委員会に対し事業への協力を依頼 

 事業の取組みにあたっては、以前から北海道教育委員会をはじめ各市町村教育委員会等のご理解

とご協力を頂いておりますが、平成２６年度においても３月２８日にＪＡ北海道信連春日専務(前)

が北海道教育委員会を訪れ、ＪＡバンク北海道が行う食農教育応援事業への協力依頼を行いました。 

 協力依頼に応え、北海道教育委員会側からは、「農業は北海道の基幹産業であり、子ども達に食

と農に対する理解を深め感謝の気持ちを育むことが大切である。教材本は使い易い内容となってお

り、学校の先生にとっても基礎・基本が分かり、子ども達へ伝えやすい内容となっている。本教材

本の活用については学校側へ通知しており、今後も贈呈を継続していただきたい。」とのお言葉を

いただきました。 

ＪＡバンクは子どもたちの

食育をサポートします！

   教材本を贈呈するＪＡ北海道信連・春日専務（前）㊧

   と北海道教育庁・西崎学校教育局長㊨

２６年度の教材本「農業とわたしたちのくらし」

㊧[通常版] ㊨[特別支援教育版] 

写 真 ① 

（信連撮影） 

※H26.3.28道教委へ協力要請時の写真 

 …本会1014ディスクロへ掲載したもの 

写 真 ② 

（信連撮影） 

※H26教材本（通常版･特別支援教育版）の写真
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☆ 全道の小学校へ教材本を贈る 

 教材本である「農業とわたしたちのくらし」については、小学校の授業において補助教材として

活用されるよう、北海道内１，１４６小学校の５年生（約４万４千人）と特別支援学校（２４校）・

学級（１４校）を対象に、３月中旬から 

最寄りのＪＡを通じて管内各小学校への 

贈呈を行っています。 

 ＪＡの金融共済部長・金融課長・貯金 

係長が新篠津小学校を訪れ、「村の基幹 

産業である農業について一生懸命勉強し 

てください。」と、５年生代表２名に教 

材本を手渡すと、児童からは「ありがと 

うございます。たくさん勉強します。」 

とお礼が述べられました。 

☆ 各地での活動から･･･

 平成２５年度は、８１件の活動が各地区で行われました。活動内容は、農業体験学習（田植え 

・稲刈り・芋掘り・野菜作り等）や地元食材の学校給食への提供、収穫した野菜を使った料理教室、

搾乳体験、出前(訪問)授業など様々であり、そのなかの一部を紹介いたします。 

 ＪＡ北宗谷は、子どもたちに食の大切 

さを学んでもらいたいと「野菜作り体験 

」を実施しました。 

 参加したのは豊富小学校の全校生徒約 

１９０名で、春にはＪＡ職員等が耕作し 

た小学校中庭でＪＡから寄贈された野菜 

の苗や種の植付け作業を行い、秋には大 

きく成長したとうもろこし等の収穫作業 

を行いました。 

後日、収穫したじゃがいもや人参など 

を使ってカレーライスを作り収穫祭を実 

施、一緒に参加したお母さんたちを含め 

楽しいひとときを過ごしていました。 

新篠津小学校の５年生代表２名㊨へ教材本を手渡す

ＪＡ新しのつ・長屋金融共済部長㊧（２６年５月）

（写真提供＝ＪＡ新しのつ）

写 真 ③ 

※支所を通じＪＡへ確認（了承を得る） 

 ・掲載記事の内容 

 ・写真の掲載

  …写真データは、本会2014ディスクロ誌への 

   掲載時にＪＡの了承・提供を受けている 

とうもろこしの皮をむく子どもたち（２５年１０月）

（写真提供＝ＪＡ北宗谷）

野菜作り体験～ＪＡ北宗谷

写 真 ④ 

※支所を通じＪＡへ確認（了承を得る） 

 ・掲載記事の内容 

 ・写真の掲載

  …写真データは、本会2014ディスクロ誌への 

掲載時にＪＡの了承・提供を受けている

教材本の贈呈～ＪＡ新しのつ
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 ＪＡなんぽろでは、南幌小学校５年生５５名を対象に、田植え学習の効果をより高めるための 

事前学習をしたうえで、田植えや稲刈り体験を行う「学習田の実施」活動を行いました。 

 事前学習では、お米のルーツや種類、育て方等のクイズや南幌町農業について説明し、子ども 

たちに学んでもらいました。 

 田植え学習では、青年部が実際にコロ 

を引いて苗を植える場所に目印を付ける 

昔ながらの田植え方法を見てもらい、そ 

の後、子どもたちに田植えをしてもらい 

ました。途中、しりもちをついて泥だら 

けになる子もいましたが、「大変な作業 

だけど、とても楽しかった」等と話して 

おり、思い出に残る活動となりました。 

 秋には子どもたちが稲刈りを行い、刈 

り取った稲は脱穀・精米をして、小学校 

へ贈呈されました。 

☆ ＪＡバンク北海道では、北海道内での放送で「食育」に関するテレビ番組を提供しています。 

 是非ご覧ください。 

○ＪＡグループ北海道が提供している番組 

「森崎博之のあぐり王国北海道」 

   ＨＢＣテレビ毎週土曜日午後５時から好評放送中 

   詳しくは 

   ・ＪＡグループ北海道のホームページまたは 

     ・ＨＢＣ(北海道放送)の番組ホームページ(http://www.hbc.co.jp/tv/aguri/)を 

   ご覧ください。 

☆ テレビ番組のほか、ＪＡバンクが行う「食育」に関する情報を発信しています。詳しくはホー 

 ムページをご覧ください。アドレスは次の通りです。 

 ・ＪＡグループ北海道のホームページ 

   http://ja-dosanko.jp/ 

 ・ＪＡバンク北海道のホームページ 

   http://www.jabank-hokkaido.or.jp 

 ・ＪＡバンクアグリ・エコサポート基金のホームページアドレス 

   http://www.jabank-aes.or.jp 

                                  発行日：平成２６年９月５日 

                                  発行者：ＪＡ北海道信連 

お 知 ら せ

学習田の実施～ＪＡなんぽろ

田植えをする子どもたち（２５年５月）

（写真提供＝ＪＡなんぽろ）

写 真 ⑤ 

※支所を通じＪＡへ確認（了承を得る） 

 ・掲載記事の内容 

 ・写真の掲載・提供依頼 

（注）写真データを提供してもらえることが掲載の 

   前提 


